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1 ．はじめに

　近年、通信技術・機器が急速に進歩するとともに、
1997年12月の大学設置基準等の改定により遠隔授業で
の単位取得が大幅に緩和された。また、これに引き続く
法改正により海外の大学での単位取得も可能となってき
た。このような技術的あるいは社会的状況の変化の中で、
多くの大学が国際遠隔教育に取り組み、貴重な成果を上
げている。
　岐阜大学とオーストラリア・シドニー大学は、2002
年より国際遠隔教育の実践に取り組み、調査・研究を継
続してきた。この中で2002年度と2003年度の活動の様
子が参考文献（石川ほか  2005）に、2004年度に岐阜大
学からシドニー大学に送られた講義「Introduction to 

Verb Types 3」と「Introduction to Verb Types 4」の実践
記録が参考文献（山田ほか  2005）に掲載されている。
また、2004年度にシドニー大学から岐阜大学に送られ
た講義「オーストラリアの多文化主義」に対する学生の
評価が参考文献（西澤ほか  2005）に、2005年度に岐阜
大学からシドニー大学に送られた講義「江戸囃子につい
て」に対する学生の評価が参考文献（青柳ほか  2005）
に掲載されている。
　本稿では、上記の資料を基にするとともに、2002年
から2006年に渡る国際遠隔教育の取り組みを振り返り
ながら、国際遠隔教育がスタートしたきっかけ、国際遠
隔教育への期待、両大学の連携方法、国際遠隔授業の形

態と位置付け、国際遠隔授業の内容と実施状況、受講生
の反応や授業評価、国際遠隔授業を実施する上で留意す
べきことや問題点、財政・労働負担、および今後の課題
について報告する。
　なお、本稿では国際遠隔授業を送る人を「講師」、授
業を担当し国際遠隔授業を受け取る人を「授業者」と呼
ぶことにする。

2 ．取り組みの目的と連携方法

　2002年5月、岐阜大学教育学部の教員と岐阜県国際
ネットワーク大学コンソーシアムの職員による産官学連
携共同研究がスタートした。共同研究の課題は「ストリー
ミング配信技術を用いた遠隔授業に関する研究」であり、
目的は海外の大学で開講されている授業をコンソーシア
ムに配信するための方策を検討することにあった。研究
期間は2002年と2003年の2年間であった。この共同研
究が、国際遠隔教育に取り組んだきっかけである。
　当時、岐阜大学教育学部では、大学院生のためのサテ
ライト教室などを数多く実施しており、国内での遠隔教
育の経験と実績は十分あった。しかし、海外の大学との
国際遠隔授業については全く経験がなく、ゼロからのス
タートであった。そこで、各分野の専門家に依頼し、利
用方法・全般（3名）、通信技術（2名）、教育内容（2名）、
教育方法（2名）から成るプロジェクトチームを結成した。
　次に、連携大学を選定するために、北米、ヨーロッパ、
アジアおよびオセアニアの各地域を検討したが、日本と
の時差が少ないアジア地域およびオセアニア地域を選択
した。また、授業で使用する言語の観点から、オースト
ラリアを選択した。さらに、オーストラリア国内の4つ
の大学を対象として、国内と現地で調査を行った。その
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結果、シドニー大学（文学部）を連携大学とした。
　両大学は、その後数回の合同研究会を開催するととも
に、後述する予備実験と模擬授業を行いながら、モジュー
ル交換方式を用いた国際遠隔教育の可能性を検討するこ
とになった。モジュール交換方式とは、既存の授業を対
象としてその中の1回分の講義をモジュール（授業を構
成する基本ユニットの意味）と呼び、図1に示すように
同じ数のモジュールをそれぞれの連携大学が提供する方
式のことである。両大学がモジュール交換方式を採用し
たのは、両大学にとって特に両大学の学生にとってメ
リットがあること、持続可能であること、既存のカリキュ
ラムを大きく変更する必要がないこと、経費の負担が少

ないことが、予測されたためである。
　研究の進め方に関して、両大学は段階を踏みながら実
証実験を行うこと、合同研究会を開き実証実験で得られ
た成果を評価すること、これを基に次年度の研究に進む
かどうかを決定することなどについて、お互いに確認し
た。また、2004年3月に岐阜大学教育学部とシドニー大
学文学部は学部間交流協定を結び、国際遠隔授業を継続
するとともに、国際遠隔教育について研究を進めること
で合意した。
　その後、詳細は次章で述べるが、表1に示した国際遠
隔授業をお互いに配信し、現在に至っている。なお、
2004年度からシドニー大学から岐阜大学に配信された
遠隔授業を含む『異文化コミュニケーション論』の授業
は、岐阜県国際ネットワーク大学コンソーシアムにも配
信されている。
　話は前後するが、両大学がこのような国際遠隔教育を
始めた目的（期待）は、国内では得ることが困難な内容
を遠隔授業で補うことにより、授業の質を向上し、教育
効果を高めることにある。具体的に述べれば、シドニー
大学では文学部日本語・日本研究科において授業
『Readings in Japanese Linguistics（日本語学演習）』が開
講されている。この授業は、日本語学を扱っている日本
語や英語の文章を多数紹介し、日本語の文章を読解する

図1　モジュール交換方式を用いた国際遠隔授業

表1　国際遠隔授業の実施状況

年度 日　程 岐阜大学 シドニー大学 備　考

2002
10月30日
12月10日
12月11日

「日本文化の紹介」（30分　英語）
「能への招待」（60分　英語）
30名の学生が参加

→
→
←

15名の関係者が参加
7名の関係者が参加
「オーストラリアの文化」（60分　英語）

予備実験
模擬授業
模擬授業

2003

10月23日
10月23日

「アニメ主人公たちの終助詞」（60分）
「ファッション雑誌の日本語」（60分）

→
→『Readings in Japanese Linguistics（日本語学演習）』

参考文献12月  9日
12月16日『異文化コミュニケーション論』

←
←
「オーストラリアの多文化主義」（60分）
「アボリジニの文化」（60分）

2004

9月22日
10月20日

「Introduction to Verb Types 3」（120分）
「Introduction to Verb Types 4」（120分）

→
→『Readings in Japanese Linguistics（日本語学演習）』 参考文献

1月11日
1月18日
1月25日

『異文化コミュニケーション論』
←
←
←

「オーストラリアの多文化主義その1」（90分）
「オーストラリアの多文化主義その2」（90分）
「オーストラリアの多文化主義その3」（90分）

参考文献

2005

9月21日
10月19日

「Introduction to Verb Types 3」（120分）
「Introduction to Verb Types 4」（120分）

→
→『Readings in Japanese Linguistics（日本語学演習）』

10月19日「江戸囃子について」（60分） →『Japanese 6（中級後期6）』 参考文献
1月27日
2月  3日
2月10日

『異文化コミュニケーション論』
←
←
←

「オーストラリアの多文化主義その1」（90分）
「オーストラリアの多文化主義その2」（90分）
「オーストラリアの多文化主義その3」（90分）

2006

5月23日
9月20日
10月  3日
10月17日

「ひきこもりの社会的背景」（60分）
「Introduction to Verb Types 4」（120分）
「キレる児童の心理」（60分）
「江戸囃子について」（60分）

→
→
→
→

『Japanese 9（上級前期9）』
『Readings in Japanese Linguistics（日本語学演習）』
『Japanese 6（中級後期6）』
『Japanese 6（中級後期6）』

終了
予定
予定
予定

10月17日「オカリナについて」（60分） →『Japanese 6（中級後期6）』 予定

1月～2月『異文化コミュニケーション論』
←
←
←

「オーストラリアの多文化主義その1」（90分）
「オーストラリアの多文化主義その2」（90分）
「オーストラリアの多文化主義その3」（90分）

予定
予定
予定
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能力を高め、日本語の文章から情報を分析し活用する方
法を学ばせ、日本語学の研究方法を紹介するものである。
テレビ会議システムなどの新しいテクノロジーを授業の
一部に取り入れることで、授業の内容と形態に変化を持
たせ、学生の日本語学習意欲を高め、日本語学習者に不
足しがちなネイティブ・スピーカーとの接触の機会を増
やすことにある。また、岐阜大学では教育学部の生涯教
育講座において、授業『異文化コミュニケーション論』
が開講されている。この授業に国際遠隔授業を導入する
ことで、日本では接することが難しい異文化の事例を紹
介し、学生の学習意欲を高め、異文化を持つ人々とのコ
ミュニケーションのとり方を学ばせることにある。
　その他、本稿で述べる遠隔授業のカリキュラム上での
位置付けは、単位互換のように正規に組み込まれたもの
ではなく、ボランティア的な存在である。遠隔授業の運
営は、教員がボランティアで行っている。

3 ．国際遠隔授業の実践
3.1　実施状況
　2002年度から始まったシドニー大学との取り組みを
振り返ると、国際遠隔授業は次のような経過をたどって
いる。連携大学との協議や予備実験を行った時期（2002
年度）、遠隔授業の内容や既存の授業に対する遠隔授業
の位置付けを検討した時期（2003年度）、受講生による
授業評価を検討した時期（2004、2005年度）である。
表1に4年間の国際遠隔授業の実施状況と2006年度の予
定を示す。表中、『　』内は各大学で開講されている授
業名を、「　」内は連携大学から配信された遠隔授業の講
義名を示している。
　2002年度は、主に通信方法の確立、実施に向けての
問題点の把握、両大学関係者の交流を目的に、予備実験
や模擬授業が実施された。ここでは、当初インターネッ
トを使用した接続（IP接続）が何回も試みられたが、
安定した通信状態を得ることが困難であった。そこで、
ISDN回線を使用して表1に示す3回の実験が行われた。
しかし、通信費が高額であり、遠隔授業の継続が危惧さ
れた。また、予備実験や模擬授業では英語を用いて授業
が行われた。しかし、国際遠隔授業の特徴を生かすため
に、また授業を配信する講師の負担を軽減するために、
次年度以降の授業ではそれぞれ配信側の母語を使用する
こととした。すなわち、岐阜大学からシドニー大学へ配
信する授業は日本語を用いて、シドニー大学から岐阜大
学へ配信する授業は英語を用いて行われることになっ
た。
　2003年度には IP接続が可能となり、これ以降通信に
伴うコストの問題は解消された。ここでは、表1に示す
ように既存の授業を対象としてそれぞれ2回の実証実験
が行われた。すなわち、シドニー大学文学部の日本語・
日本研究科で開講されている授業『Readings in Japanese 

Linguistics（日本語学演習）』に、2つの講義「アニメ主
人公たちの終助詞」と「ファッション雑誌の日本語」が
配信された。岐阜大学教育学部の生涯教育講座で開講さ
れている授業『異文化コミュニケーション論』に、2つ
の講義「オーストラリアの多文化主義」と「アボリジニ
の文化」が配信された。これらより、モジュール交換方
式による国際遠隔授業の可能性が実証された。
　またここでは、遠隔授業の内容や既存の授業に対する
位置付けが検討された。その他、遠隔授業に対する関心、
理解度、授業の進め方、今後の課題などについて、受講
生を対象とした記述式によるアンケート調査も行われ
た。その結果、受講生に対して授業科目の中での遠隔授
業の位置付けをより明確にする必要があることが指摘さ
れた。モジュール交換方式では授業の供給者と受給者が
同じであるとは限らず組織内での理解と協力が必要であ
ることも指摘された。その他、授業の概要をまとめたハ
ンドアウト等の資料を事前に配布し予習させることな
ど、今後の改善点も明らかになった。
　2004年度には、前年度の結果を受けて遠隔授業の内
容が再検討された。その結果、岐阜大学から同一の講師
によって動詞の活用に関する2つの講義が配信されるこ
ととなった。また、シドニー大学からも同一の講師によっ
てオーストラリアの多文化主義に関する3つの講義が配
信されることになった。写真1は、1月11日に行われた
遠隔授業（講義「オーストラリアの多文化主義」）の様
子である。
　2005年度は、前年度の遠隔授業を継続するとともに、
岐阜大学からシドニー大学へ送る講義（「江戸囃子につ
いて」）が増えた。写真2は、10月19日に行われた遠隔
授業（講義「江戸囃子について」）の様子である。2004
年度と2005年度には、受講生による遠隔授業の評価を
目的としたアンケート調査が行われた。詳細は次節で述
べる。

写真1　岐阜大学での授業の様子
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3.2　授業評価
　遠隔授業に対する受講生の評価を測定するために、表
2に示すアンケート調査が行われた。対象とした授業は、
2004年度に実施された講義「オーストラリアの多文化
主義」と、2005年度に実施された講義「江戸囃子につ
いて」である。この調査は、5つの内容からなる19項目
の質問により構成されている。その内容は、「興味・関
心等」、「遠隔システム」、「授業内容・教授法」、「受講生」
および「授業環境」で構成されている。回答は選択式で
あり、質問に対して「大変肯定的である」、「少し肯定的
である」、「少し否定的である」、あるいは「大変否定的
である」と思うものを一つ選択する。この調査の分析に
ついては、「大変肯定的である」から「大変否定的である」
に4から1の点数をあてはめて数値化した。なお、2005

年度の調査では「遠隔システム」の第6項目の質問が、「音
質は適切でしたか？」に変更された。また、「授業内容・
教授法」の第6項目は削除された。
　表3は講義「オーストラリアの多文化主義」に対する
授業評価の結果である。表には受講生だけでなくゲスト
として授業に参加した学生の結果も併記されている。こ
の結果と授業観察の結果から、次の事実が明らかになっ
た。受講生の遠隔授業に対する興味・関心は高い。遠隔
システムに関して、ビデオ教材の配信について一部問題
がみられた。しかし、シドニー大学、岐阜大学および国
際ネットワーク大学コンソーシアムの3地点を結んだ国
際遠隔授業を実施することができ、技術的な問題はほと
んどみられなかった。授業内容と教授法に関しては評価
が非常に高く、授業内容、講師の説明の仕方や話し方、
授業で使用したハンドアウトは適切であった。しかし、
受講生に関する評価はもっとも低い。
　表4は、講義「江戸囃子について」に対する授業評価
の結果である。この結果と授業観察の結果から、次の事
実が明らかになった。受講生の遠隔授業に対する興味・
関心は高い。遠隔システム、授業内容と教授法、および
授業環境に関して評価が高く、これらは適切であった。
受講生は、テレビ会議システムを用いた国際遠隔授業が
日本語あるいは日本の文化を学習するために有益な方法
であると感じている。一方で、受講生に関する評価はもっ
とも低く、受講生は今回の遠隔授業を理解するために十
分な日本語の聞き取り能力が備わっていないと感じてい
る。また、授業中に分からない言葉が比較的多く使用さ
れたと感じている。

表2　アンケート調査の内容

内　容 項目 項　目

興味・関心等
1
2
3

国際遠隔授業に興味や関心がありますか？
国際遠隔授業は有益であると思いますか？
今後も国際遠隔授業を継続すべきだと思いますか？

遠隔システム

1
2
3
4
5
6

スクリーンの大きさは適当でしたか？
画像は鮮明でしたか？
文字の大きさや色は適切でしたか？
スピーカーの音量は適当でしたか？
音声は明瞭でしたか？
ムウビーは見易かったですか？

授業内容・教授法

1
2
3
4
5

本日の授業内容は、このコースの内容として適切でしたか？
本日の授業で使用したパワーポイントの資料は、理解の助けになりましたか？
講師の説明の仕方や話し方は、分かりやすかったですか？
講師の話すスピードは適切でしたか？
講師と学生のコミュニケーションは、うまく取れていたと思いますか？

受講生
1
2
3

本日の授業内容を理解するために、あなたの英語の聞き取り能力は十分でしたか？
本日の授業において、分からない言葉はどの程度ありましたか？
授業に出てくるキーワードを予習しましたか？

授業環境 1
2

スクリーンや机の配置は適切でしたか？
教室は静かな環境が保たれていましたか？

写真2　モニターに映るシドニー大学での授業の様子
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4 ．関係者の感想
4.1　講師の感想
　以下の内容は、講義「Introduction to Verb Types 3 and 4」
を配信した講師Aと、講義「江戸囃子について」を配信
した講師Bの感想である。
（1）　学生の反応について
　もっとも難しさを感じているのが、連携大学の学生か
らの反応が十分にフィードバックされてこないことであ
る。画面を通じて、向こうの音声などは伝わってくるが、
表情はやはり十分に読み取れない。タイムラグもある反
応の中で、授業内容に対する評価が十分に得られず、授
業の進め方が難しくなっていることは、講師として最も
大きなフラストレーションの原因となっている。連携大
学の学生に直接インタビューすることが可能になれば、
授業を改良するヒントとなるであろうが、そのような機
会が十分に得られていない点も難しいところである。（講
師A）
　距離の問題からか、こちら側からの問いかけに対する
受講生の反応が相当な時間差で届くことに戸惑った。そ
のため著者は授業中に学生の反応を得ることを、かなり
早い段階で放棄することにした。最後の質疑応答の時間
を除いて、こちらからの一方通行であったように思う。
この遠隔授業というものは普段学生の反応を見ながら話
ができる教室での授業と大きく異なっているため、遠隔
授業に適したまったく別の授業方法を開発していかなけ
ればならないのかもしれない。またある程度の期間継続
する授業であれば、受講対象学生に合わせた工夫も出来
るのであるが、一時間だけの授業ではそれも困難である。
（講師B）

（2）　財政・労働負担について
　シドニー大学へ送る授業について、財政・労働いずれ
の面についても、どれだけの効果を期待した授業を作成
するかによって負担の度合いは変わってくる。ただ、言
えることは、一年としてまったく同じ授業を行ったこと
はないということである。そのための作成負担は小さか
らぬものがあった。（講師A）
　2003年度に送信した授業については、パワーポイン
トの字体、ポイント数、色調等、技術的なことが、国際
遠隔授業に不慣れな講師の頭を悩ませた。数度にわたる
プレゼンテーションスライドの変更は、ソフト習熟が不
十分であったこともあり、よい勉強になったとはいえ負
担も大きかった。送信する授業の内容構成から配色など
まで、一切合財が講師に任されている事実に対しては、
やはり負担の分散化が求められるところである。（講師
A）
　2004年度以降は、シドニー大学での受け手教師（授
業者）の変更が毎年あり、内容の作成に関する作業が多
くなった。特に2004年からはモジュール交換方式を一
歩進め、シドニー大学の授業の流れがまずあり、その中
でその授業の流れにあった話題を提供することとなった
ために、内容を授業の流れに合わせて作成することと
なった。特に、シドニー大学にも同様の専門性をもつ日
本人スタッフがいる中で、国際遠隔授業として日本の中
の岐阜という地域から送り出している独自性を出すこと
は、分野によりその容易さに大きな差がある。講師の担
当する言語に関する分野はやや困難なほうに位置付けら
れる。講師の提供してきた授業では、岐阜を含む地域の
方言に関する事項を盛り込むこと、および、最新の日本
事情を反映したドラマもしくは映画を取り入れることの
2点を重視した。両者とも、毎回、変わる環境の中で、
国際遠隔授業に適切な内容のものを見つけて教材化して
いくことに多くの努力を要した。幸い、授業で使えそう
な映画については、学部からの費用が付き、多くの選択
肢から検討することが可能となった。（講師A）
　講師にとって、授業で取り扱った題材は、これまで専
門としてきたものとは異なったため、新しいことを勉強
する必要があった。それでも内容的に興味の持てるもの
であったので、そのような意味でそれほど負担には感じ

表3　講義「オーストラリアの多文化主義」の評価

内　容 第1回目 第2回目 第3回目
受講生 ゲスト 受講生 ゲスト 受講生 ゲスト

興味・関心等 － － 3.75 3.88 4.00 3.90
遠隔システム 3.72 3.53 3.25 3.13 3.75 3.69
授業内容・教授法 3.60 3.70 3.45 3.90 4.00 3.86
受講生 2.00 2.73 2.67 2.83 3.33 3.24
授業環境 3.00 3.40 3.63 3.44 3.25 3.57

平均 3.08 3.34 3.35 3.43 3.67 3.65

表4　講義「江戸囃子について」の評価

内　容 回答
興味・関心等 3.60
遠隔システム 3.47
授業内容・教授法 3.27
受講生 2.40
授業環境 3.30

平均 3.21
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なかった。受講対象学生像がはっきりしないので、授業
中にどこまで説明する必要があるのか準備するときに頭
を悩ませた。これが授業において一番負担であったとい
える。受講生のプロファイルをあらかじめ知っていると
良いが、一時間だけではやはりそれも無理であろう。本
授業では、岐阜大学教育学部の佐原助教授と学生数名に
江戸囃子の模範演奏をしてもらったものをビデオ撮りし
て使用した。講師自身の負担は別として、本授業は彼、
彼女ら奏者の好意がなければ成り立たなかったものであ
ることもまた事実である。（講師B）
（3）　感　想
　当該授業はシドニー大学のカリキュラムに即して2時
間の枠で行われた。2時間、話だけというのは困難なこ
とである。学生同士のディスカッションを試みた年もあ
るが、一方的な授業だけで終わった年もあった。どのよ
うな内容の授業が望まれているのか、また、どのような
学生が受講者として座っているのかなど、もろもろの情
報が十分に入ってくるような関係作りを一層進めていく
必要を感じている。負担に見合うかどうかはさておき、
財政的な支援は一定程度受けられている。しかしながら、
やはり相互に授業を配信するモジュール交換方式の中
で、日本から海外に送り出す側の評価は海外から「英語
の授業を」受け入れる側ほど高くない点が問題である。
（講師A）
　「学生の反応」の部分で述べたように、講師としては
割と一方的に喋って終わった感が強かった授業ではある
が、授業後に届いたシドニー大学側からの反応は良かっ
た。（講師B）

4.2　授業者の感想
　以下の内容は、授業『異文化コミュニケーション論』
に国際遠隔授業を導入している授業者Aの感想である。
なお、授業者Aは講義「いじめ、不登校、ひきこもり、
学級崩壊の社会的背景」も配信している。
（1）　遠隔授業の一般的な意味
　遠隔授業の場合、カメラは双方各一個で定位置に固定
されており、その映像は通常かなり遠景化されているた
め、伝統的な教室での対面授業の場合のように学生の顔
を間近に、しかも同時的に見わたすことはできない。ま
た、通常は同じクラスに授業を送るのは一回か二回、せ
いぜい数回程度である。そこで、いわば一期一会的な出
会いになってしまう可能性が高い。
　このような授業に臨む講師は相当のストレスを感じ
る。また、国際遠隔授業の場合は相手がたいてい外国人
であることが多く、言語的、文化的な背景の違いから、
互いに意思疎通が思うに任せがたい悩みもある。講師は
ゆっくりと話をしなければならないし、難しい言葉には
説明を加えなければならない。といって、あまりにもゆっ
くりだと授業の中身が貧弱になる。

　このようなもろもろの悪条件の中でチャレンジしてゆ
くのが国際遠隔授業である。しかし、「なにくそ」とい
う挑戦精神が刺激されるのも事実であり、与えられた一
定の期間内にできるだけの準備をして授業に臨むとき、
意外にも相手の信頼と感謝を引き出すことがありうる。
それは講師にとって思っても見ない新鮮な驚きである。
しかし、これこそ国際遠隔授業の本来の姿ではなかろう
か。それがこのような挑戦の醍醐味である。
　さらに、国際遠隔授業の入り口のところでは常に異文
化の香りが濃密に漂う。耳慣れない外国の言葉と見たこ
ともない映像や資料が目の前に広がる。その圧倒的なラ
イブ感。これこそ、国際遠隔授業を受けるもののたまら
ない魅力である。
（2）　授業形態の可能性
　授業形態に関連して、シドニー大学との交渉の過程で
出会った面白い考え方を紹介しておこう。それはシド
ニー大学のある関係者の念頭にあった、あるべき国際遠
隔授業の姿である。彼の意見によれば、遠隔授業は、三
次元の生身の人間が教える伝統的な対面授業と違って、
二次元の映像と音声のみで行われる。そこで、一次元少
ない分を、二次元映像をうんと充実させることで乗り越
えるのが、遠隔教育を成功させる秘訣である。たとえば
写真や書画カメラを使った資料提示、あるいはビデオ、
映画などの動画をふんだんに使用した教材の使用など、
徹底して視聴覚に訴える授業にすべきである、というの
が彼の見解である。このことは、授業のあり方をめぐる
議論の中で、あるいは模擬授業の評価に関して彼が明確
に示したことであり、彼の念頭を占める国際遠隔授業の
基本イメージであった。確かにこれは、遠隔授業の特徴
をうまく授業に生かす方法として、おそらく普遍的な価
値を持つ考え方であろう。
　二次元映像といえば、もちろん映画やテレビの普及、
またインターネットの普及をすぐに連想する。それらの
発展は実に目覚しく、CGや効果音など、さまざまな視
聴覚的工夫が凝らされ、その威力はつとに知られている。
とすれば、国際遠隔授業にこの種の工夫を援用すること
で、大きな教育的効果を生み出すことが十分に期待でき
る。特に、遠隔用の授業をあらかじめ電子的に録画・保
存しておき、何年後にでも取り出して視聴できるように
する場合には、教育的効果を高めるこれらの工夫によっ
て、授業に一定の完成度が保証されることの意味は大き
い。それらは、缶詰のように、長期の保存にも耐え、質
の高い授業の風味を半永久的に保ってくれるであろう。
　一方、音声と映像を同時に、しかも双方向に送りあう
ライブの遠隔授業の場合は、むしろ伝統的な教室での授
業にほぼ近い雰囲気が出せるのである。岐阜大学におけ
る実践例からして、モニター画像が十分に大きく、かつ
鮮明で、音声についても、ほとんどタイムラグを気にせ
ずに行うことのできる授業は可能であり、ここではほと
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んど対面授業の感覚で授業が成立する。
　例えば、講師は特定の学生に名指しで話しかけたり、
話の要所ごとにポーズを置いて、質問がないか尋ねるな
ど、相手の反応をそのつど確かめながら授業を進めてゆ
くことも可能であり、学生と講師が初対面の場合には自
己紹介や挨拶から入ることもごく普通に行われる。もち
ろん、授業の終わりに質問者の映像をスクリーン上に拡
大しながら、質疑応答をすることも講師と授業者の連携
で全く自由にできる。
　このように、講師と学生が自由に意見を交換しながら、
インタラクティヴ（interactive）に授業を進めることを、
シドニー大学は特に重視している。視聴覚的要素の充実
とともに、国際遠隔授業を生かすもう一つの方法であろ
う。
　つまり双方向の遠隔授業の場合には、たとえ何千キロ
離れていても、まるで一つの教室にいるように、〈いま、
ここ〉という時間空間を共有することが可能なのである。
むろん、厳密に言えばそれは一種の錯覚である。遠隔授
業では、教える方も教えられる方も、電子的な映像や音
声に反応しているだけであり、その意味ではそれはバー
チャルな体験にすぎないといえる。しかし、映像と音声
を双方向で共有するということの意味を、私たちは決し
て過小評価すべきではない。
　と言うと、負け惜しみに聞こえるかも知れないが、国
際遠隔授業には何かプラスアルファが加わるような気が
してならない。確かに、三次元の生身の人間が目の前に
いて授業を受けているのではない。講師と学生は離れ離
れに存在する。しかし、互いに生身の人間としては存在
し得ないがゆえに生まれうるある種の親密さが生まれる
ように思われることも事実である。そこにはいわば、肉
体を持たない相手との霊的ならぬ電子的な出会いがある
からである。
　人間はこれまで、肉体を持っていることを前提にして
生活してきた。けれども、考えてみれば、電話の場合は
すでに相手の肉体は目の前には存在しない。離れている
ものどうしの言葉だけが飛び交うのである。しかし、私
たちは受話器の向こうの言葉に全身で反応し、その口調
やイントネーションから即座に相手の気分や精神の動き
を察知しようとする。自殺願望を持つ人を救うための「い
のちの電話」に象徴されるように、電話は肉体のレベル
を超えた霊的なコミュニケーションの手段でもありう
る。
　肉体を持ったものどうしの出会いには深い交流が存在
し得ない、というのではない。ただ、電子的な出会いは
バーチャルだから嘘っぽいとか、二次元の出会いは所詮、
三次元の出会いに劣る、とかいう類の出来合い反応や思
い込みだけで結論を得ようと焦ってはならないはずであ
る。
　双方向の遠隔授業の場合、僅かなタイムラグがあり、

時たま映像や音声に乱れが生ずるなど、肉体としての相
手の存在が十分には感じられにくい分、強く相手の魂に
呼びかけるような気持ちで授業したくなる。そしてこれ
が案外、国際遠隔授業の本来の強みを引き出す引き金で
あり、視聴覚に訴える手法と並んで、もうひとつの正解
なのかもしれない。確かに授業での解説や議論を裏付け
る関連資料などは映像で示すのがよいであろう。しかし、
授業そのものは、伝統的な手法を踏襲しつつ、あくまで
も冷静に、そしてストレートに、言葉の本来の力を信じ
て、見えにくい相手にしっかりぶつけてゆくべきではな
かろうか。
（3）　国際遠隔授業の可能性
　岐阜大学の国際遠隔授業の試みで特筆すべき点は、モ
ジュール交換方式という手法を開発したことであり、そ
れを既存の授業の内容的な補完として位置付けたところ
にある。この手法は、授業を送る側にも受ける側にもあ
まり大きな負担をかけなくて済むという点で優れてい
る。しかも、本当にほしい講義だけを選りすぐって取り
込むことができるので、既存の授業を都合よく補完する、
という意味において存在理由がはっきりしている。授業
の送り手も受け手も、授業の中身の補完、または授業全
体の質的向上という目に見える目的を掲げることができ
るので、学生や大学への説明責任が果たしやすく、まじ
めに運用しさえすれば、結果として高い評価を得ること
が十分期待できる。
　けれども効果が十分に発揮されるためには、授業の送
り手と受け手との間の普段の協議が大切であり、一人の
研究者兼教師として、1ないし数コマ分、相手の授業に
コミットし、授業の構成を共同で考え、新学説の紹介や
新しい資料の発掘など、中身の絶えざる更新も心掛けつ
つ、毎年同じ授業を支え続けることになる。この手法の
行き着くところは一種のティームティーチングであり、
授業形態の創造的進化／開発をも含む共同研究でもあ
る。
　授業の共同構想、共同研究といった発想から見えてく
る国際遠隔授業のもう一つの側面は、授業の国際化とい
うテーマである。普通、授業を国際化するといえば、授
業者が世界の学会の流れに通じていて、そのエッセンス
を必要に応じて授業にフィードバックする、というくら
いの意味であろう。しかし、国際遠隔授業が本格化すれ
ば、それに参加する大学の授業内容およびその質が、全
体的、かつ平均的に確実に向上するはずである。
　もちろん、あらゆる個々の授業がこのような努力を必
要としているわけではない。たとえば、母国語の授業に
国際遠隔授業が役立つとは考えにくい。また、自国の文
化全般に関する多くの授業が、海外の研究者の成果をと
りいれることで著しく向上するとも考えにくい。仮にそ
のようなことがあるとしても、それはごく特殊なケース
であろう。
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　けれどもそれ以外の分野では、かなり広い範囲にわ
たって十分に応用が利く。授業が飛躍的に面白くなり、
研究そのものも、国際遠隔授業がもたらす一種の国際的
な授業・研究の融合によって刺激を受け、その分だけ知
能集積が進み、参加者への敬意と感謝が続く限り、相互
批判をバネにしてかなり飛躍的に進歩する可能性があ
る。そうしてたとえば、文化人類学、比較社会学、比較
文学、比較言語学、比較宗教学、歴史学、経済学、法学、
科学全般、環境学、医学、社会福祉、生涯教育、などな
ど膨大な分野が、協力を媒介として大きく進展する可能
性がある。

5 ．今後の課題と展望

　前章のアンケート調査においてみられるように、受講
生の遠隔授業に対する「興味・関心」は高い。「遠隔シ
ステム」や「授業環境」についてはほぼ適切であり、遠
隔授業の「内容」や講師の「教授法」もほぼ適切であっ
た。このような傾向は両大学において認められる。この
ような評価が得られたのは、講師が講義内容や使用する
教材を毎年改良してきたこと、授業者と講師の密接な連
携によって既存の授業に対する遠隔授業の位置付けが明
確にされてきたこと、遠隔技術担当者が接続テストを毎
回事前に行ったこと、スクリーン上での教材や講師の表
示方法に対する技術的な改良と工夫を加えたことが少な
からず影響している。また、連携大学であるシドニー大
学での取り組みについてほとんど触れることができな
かったが、岐阜大学と同様の努力や工夫がなされ、それ
らが影響していることも付記しておく。
　しかし、「受講生」に関しては両大学ともに最も評価
が低く、受講生は遠隔授業を理解するために十分な英語
あるいは日本語の聞き取り能力が備わっていないと感じ
ている。また、授業中に分からない言葉が比較的多く使
用されたと感じている。一方で、モジュール交換方式に
よる国際遠隔授業では、その特徴を生かすために、また
講師の負担を軽減するために、それぞれ配信側の母語を
使用することを原則としている。それゆえ、遠隔授業の
内容がどの程度理解されているのかを測定することが今
後の重要な課題である。また、受講生の英語あるいは日
本語の聞き取り能力や語彙力を調査し、それに応じて講
師の説明の仕方や話すスピードを調整することも今後の
課題である。さらに、授業を受けるために必要な英語あ
るいは日本語の能力を授業案内に明記しておくこと、受
講生の聞き取り能力や語彙力を高めるための支援をする
ことも重要である。
　また、モジュール交換方式による遠隔授業では、図1
から推測されるように授業の供給者と需給者が同じとは
限らない。そのため、遠隔授業を導入した授業および授
業者は、その授業者が所属している大学で一定の評価を

受け易い。しかし、遠隔授業を提供した講師は、講師が
所属する大学に対して直接貢献しているわけではないの
で、評価され難い。前章においてもこの点が指摘されて
いる。このようにモジュール交換方式を用いた場合、シ
ステム上の問題があるので、大学内で理解と協力を得る
とともに、バランスよくその功績を認知する何らかの制
度を確立する必要がある。
　以上に述べたように、それぞれの大学で開講されてい
る授業に国際遠隔授業を導入することによって、一定の
成果を得ることが可能となってきた。しかしながら、モ
ジュール交換の回数は年に数回程度にとどまっている。
また、遠隔授業自身が、単位互換のような正規に組み込
まれたものではなく、ボランティア的な存在である。遠
隔教育の運営もボランティアとして参加している教員の
努力に大きく依存しているのが現状である。さらに、国
際遠隔授業の教育効果について、資料を提示できる段階
には至っていない。それゆえ、国際遠隔教育に対する漠
然たる期待が膨らむ一方で、方法論や理念を含めた国際
遠隔授業の具体的な利用目的や利用方法を組織内で議論
することが未だ難しい段階にあるのも事実である。した
がって、モジュール交換方式を用いた国際遠隔授業の今
後の展望は、国際遠隔授業に対するニーズや学生に対す
る教育効果に大きく依存するであろう。また、それぞれ
の連携大学での国際遠隔授業に対する位置付けや、メ
リットとデメリットを総合した評価にも依存するであろ
う。
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An Approach to International Distance Education Through
a Module-Exchange System
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　The Faculty of Education, Gifu University has been engaged, since 2002, with establishing 
an international distance education together with the Faculty of Arts, the University of 
Sydney through a module-exchange system. The present paper covers such topics as how it 
all started, the future possibilities of international distance education in general, how the two 
universities have been cooperating with each other, the styles and status of the lectures 
exchanged, the contents and the numbers of the lectures exchanged, the students’ response 
and their evaluation, points to be kept in mind, general difficulties, the financial burden and 
the amount of labor involved.
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